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言葉のつながりで有価証券報告書を読む「有報 Lenz™」の試験公開開始 
～九州大学発ベンチャーを目指す Lafla(らふら)プロジェクトが開発～ 

 
 
概 要 
 次世代検索エンジンの研究開発を目指して，九州大学情報基盤研究開発センターの廣川佐千男教授

が代表者を務める「Lafla プロジェクト」と（株）矢野経済研究所は、廣川教授が開発したテキスト

マイニング技術による有価証券報告書検索システム「有報 Lenz」の試験公開を開始いたしました。 
 「Lafla プロジェクト」は、独立行政法人科学技術振興機構の平成 18 年度大学発ベンチャー創出推

進制度に採択され、起業に向けた活動を続けています。 
 
 
 
■背 景 
 上場企業を中心に、事業の状況、財務状態、経営成績などを事業年度ごとに公表する有価証券報告書

は電子化が進み、現在ではその内容を金融庁の電子開示システム「EDINET」より検索、取得すること

ができ，民間企業による有価証券報告書の提供、分析サービスがいくつか行われています。 
今回試験公開を開始する有価証券報告書検索システム「有報 Lenz」は、有価証券報告書において、

特に文章による定性的な報告内容を中心に、報告書に用いられている言葉のつながりによって、有価証

券報告書の内容を把握、探索、および複数社の比較ができるようにしたものです。 
 
■内 容 
 「有報 Lenz」は、有価証券報告書に記載されている「業績の概要」「対処すべき課題」「事業等のリ

スク」など各セクションに対し、そのセクションに現れる言葉のつながりを提示し、ここに現れる言葉

を見渡すことで、利用者に関連する製品、技術、周辺ビジネスなどに対する新たな気付きを与え、市場

トレンドや企業の戦略的方向性を比較分析することができます。言葉のつながりを表現する技術には、

廣川教授が開発したテキストマイニング技術である「ConceptGraph®」および「MINDEX®」を利用

しています。 
 同システムは、（株）矢野経済研究所と共同開発しており、試験公開については、（株）矢野経済研究

所の会員制ライブラリー「ヤノ・データ・バンク」の会員からモニター利用者を募集し、一定期間ご利

用いただいてシステム検証および改良を行ったのちに正式サービスとして公開する予定で、国内の有力

企業、各種団体・官庁の経営企画部門、マーケティング部門担当者、機関投資家や金融機関のリサーチ

担当者など幅広い利用を見込んでおります。また、さらに分析対象範囲を拡張してゆくとともに、（株）

矢野経済研究所が保有する膨大な市場情報との連動など付加価値の高い独自の情報検索・分析機能も追

加していく予定です。 
 
■効 果 
 これまでの有価証券報告書の分析システムは、数値部分の分析に着目したものが大半ですが、「有報

Lenz」では、文章に着目し、かつテキストマイニング技術により言葉のつながりで表すことで、利用者

の方が報告書の内容を熟読しなくとも報告書の概要を把握することができるようになり、さらに予想外

のキーワードを発見できる可能性があり、そのキーワードをクリックしてさらに詳細を掘り下げて分析

していくことで、利用者に関連する製品、技術、周辺ビジネスなどに対する新たな気づきを与えること

ができます。 
 
■今後の展開 
 2008 年 4 月末頃まで試験公開を実施し、2008 年 7 月を目標に、株式会社矢野経済研究所より正式サ

ービスとして公開予定です。 
 



【お問い合せ】 
情報基盤研究開発センター 
次世代検索エンジン開発プロジェクト 担当：江島、御手洗 
電話：092-642-3836 
FAX：092-642-3844 
Mail：info@lafla.co.jp 
URL：http://www.yano.co.jp/ufolenz/（有報 Lenz ホームページ） 
URL：http://lafla.co.jp（Lafla プロジェクトホームページ） 
URL：http://www.yano.co.jp（矢野経済研究所ホームページ） 

 

 

【有報 Lenz のシステム画面例】 
 


